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１ はじめに 

 平成１６年度から１８年度までの３年間，在外教育

施設派遣教員として，オランダのロッテルダム日本

人学校に勤務した。 

 ロッテルダム日本人学校は，同じ校舎の中ににア

メリカンスクールがあるという世界でただ 1 つの日本

人学校である。こういった環境の中で，アメリカンスク

ールとの交流を取り入れながら教育活動を行ってい

る。 

 そこで，今回は，オランダの様子や生活，ロッテル

ダム日本人学校について紹介します。 

 

２ 現地の様子 
①オランダについて  

オ ラ ン ダ の 正 式 名 称 は

"Koninkｌ ijk der Nederlanden”

（オランダ王国），ネーデルランド

とは「低い土地」を意味しています。建国以来ホラ

ンド州（現在の北ホランド州と南ホランド州）が中

心であったため，Hollandとも呼ばれています。そ

して王国という名の通り，国王がいます。現在は

ベアトリックス女王陛下が国王です。 

 

②オランダの周りの国 

 オランダはヨーロッパの中でも西部に属してい

て，ドイツ・ベルギーと国境を接しています。また，

北海をはさんで，イギリス，デンマーク，ノルウェー

に隣りあっていて，半径1000kmの円の中にヨーロ

ッパの主要な国がほとんど入ってくるという，まさに

ヨーロッパの中心にある国です。その地理的な有

利性のため，歴史上さまざまな国の侵略を受けて

きました。そのため，小国どうし隣りのベルギーや

ルクセンブルクと密接に協力してきました。そし

て，その３か国は「ベネルクス三国」と呼ばれ，大き

な国に対抗してきました。最近ではヨーロッパ連

合（ＥＵ）の中心国のひとつとしてヨーロッパの中

でも大きな発言力をもっています。 

 

③オランダの地形 

 過去何世紀にもわたって水と戦ってきたオランダの

土地の特徴は，国土の４分の１が海面下にあること

です。オランダ国内を車で移動すると，平地が多く，

山や丘がないことに気づきます。 

 オランダの土地は，３つの川（マース川，スヘルデ

川，ライン川）によって運ばれてきた土砂が堆積して

できた三角州の上にあります。土地の面積は，日本

の九州ほどしかなく，せまい面積でも収益の大きい

酪農や花作りに取り組み，少しでも国土を広げようと

工夫をしてきました。約 700 年も前からライン川河口

の入り江や遠浅の海に堤防を築き，中の海の水をく

み出しては陸に変える大工事を行い，牧草地や畑

を大幅に増やしてきたのです。現在では，全国土の

約半分が干拓地（ポルダー）です。 また，洪水など

の水害から土地を守るために何度となく干拓や堤防

建設，運河建設が自然環境との調和を図りながら

行われてきました。これらの努力によって，海面下で

も生活できる地形を造り上げたのです。 

 

④日本とのかかわり～西洋文化の師オランダ  （江

戸・鎖国時代）～ 

 日本とオランダの出会いは，今から約 400 年前の

1600 年に，オランダ船リ－フデ号が九州（大分県）

に漂着したことから始まりました。 

 この船の中に，徳川家康に重く用いられたウィリア

ム・アダムス（三浦按針），八重州の地名のもととなっ

たヤン・ヨ－ステン（耶楊子）がいました。 

帰国報告 
 
アメリカンスクールと同じ校舎にある日本人学校 

～オランダ・ロッテルダム日本人学校～ 
前 ロッテルダム日本人学校        

現 旭川市立青雲小学校  櫛 部 治 彦 
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 そして，オランダは 1609 年に徳川家康から朱印状

をもらい，平戸にオランダ商館を開きました。しかし，

幕府の鎖国政策のため 1641 年に，長崎の出島へ

オランダ商館は移されました。 

 この出島は，キリスト教が広まるのを防ぐために，ポ

ルトガル人の居住地として，1634 年から２年がかりで

造られた人工の島でした。やがて，鎖国によりポルト

ガル人は日本から追放されました。その２年後にオ

ランダ人は平戸から，この島に移されたのです。そし

て，1852 年の商館閉鎖まで，２１１年間も日本とオラ

ンダの交易は続けられたのです。その間，西洋の近

代文化は出島を通して，日本に入ってきたのです。  

 オランダ商館医師として来日したシ－ボルトが，こ

のような青年たちに，医学や科学を教えたことは，た

いへん有名です。 

 医学や科学など学問ばかりではありません。洋食・

洋酒・洋服・絵画・小説・写真・眼鏡・軍艦…あらゆ

る文化と情報はオランダからやってきたのです。オラ

ンダは鎖国日本における唯一の西洋文化の師であ

ったのです。 

  

⑤オランダの気候と海流 

 オランダの緯度は，北緯 52 度で北海道と比べると

はるかに北にある国で，ちょうど樺太と同じくらいの

緯度になりますが，温帯の国です。これは，オランダ

沿岸に暖かい北大西洋海流が流れ込み，そのうえ

いつも暖かい偏西風が吹いてくるという西岸海洋性

気候の影響を受けているからです。雨は１年中平均

して降ります。また，「１日のうちに四季がある」といわ

れるほど，天気が変わりやすいのは，天気に影響を

与える前線が，日本と違って南北に延びているから

です。 

  

３ ロッテルダム日本人学

校 

 ロッテルダム日

本 人 学 校 は，ヨ

ーロッパの玄 関

口の港「ユーロポ

ート」を有するロッテルダム市の郊外にあります。小・

中学部があり，児童・生徒数は約５０名。敷地，校舎

ともにアメリカンスクール（ＡＩＳＲ）と共有しています。

緑の芝生のグランドが横にあり，アメリカンスクールと

共有の食堂と体育館があり，落ち着いた住宅地に

囲まれ，安全な環境にある学校です。 

 ロッテルダム日本人学校では，オランダを理解する

ための現地理解，同じ校舎の中にアメリカンスクー

ルがあるという特性を活かした授業・行事交流などを

取り入れた教育活動を行っている。 

 これから，ロッテルダム日本人学校での特色ある教

育活動を紹介します。 

 

（１） 交流授業 

交流授業では，小学部１・２年生はアンネフランク

校と，小学部３・４年生はヒルデガルド校と，小学部

５・６年生はドゥブルグ養護学校と，中学部はライデ

ン大学との交流を行った。 

《ドゥブルグ養護学校との交流》 

 ドゥブルク養護学校の児童達数名が，毎年，本校

の秋華祭のリハーサルに来るという形での交流が数

年続いている。また，本校ＰＴＡは，バザーの収益の

一部を寄付している。さらに，現地校研修という形で，

本校教員の視察も受け入れてもらっている。 

以上のような関わりが継続している中で，５・６年

生が訪問交流を行った。 

 ロッテルダム日本人学校とドゥブルグ養護学校に

は，路線バス（35 番）が運行されているので，そのバ

スを利用して訪問した。 

 アリヨネ先生がオランダ語で司会進行していきなが

ら，子どもたちが会を進めていった。 

 まず，最 初 にお互 いに自 己 紹 介 をしてから，

「Sing」を歌った。 

次に，子どもたちの得意技を 6 つのグループに分か

れて見てもらった。｢手遊び歌｣は，げんこつ山のたぬき

さんとトントントントンひげじいさんをした。はじめに見て

もらった後，みんなでいっしょにやった。あやとりは，カ

メ・ほうき・ゴム・かにを作って見せた。ゴムとかには，ク

イズ形式でやった。こま・けんだま・お手玉は，どんなも
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のか実際に触って確認させた後，技を見せた。体操は，

逆立ちなどの技を見せた。アリアナ先生がクイズ形式

にして話したり，実際に触ってもらったりするなどの工

夫で，ミチルスクールの子どもたちは楽しんで見てい

た。 

その後，折り紙交流をした。できるかぎりミチルスクー

ルの子どもたちが自分で折って作るよう手助けをしてい

た。「飛行機」「風船」「飛行機」「箱」などを作ってあげ

たり，一緒に作ったりした。みんな，とても楽しそうに活

動していた。次に，宝探しをした。子どもたちが折り紙

で作った宝をかくして，探してもらった。車いすの子も

いるので，床などの低いところには隠さないことに注意

した。 

 その後，「ロンドン橋落ちる」をしたはじめに子どもた

ちが歌いながらすると，アリアナ先生の呼びかけで次

第にミチルスクールの子どもたちも輪の中に入り，みん

なで歌いながら楽しんだ。 

 最後は，中学部の卒業式で歌った「3 月 9 日」を歌っ

た。日本語の歌詞だったが，目に涙を浮かべて聞いて

いる子もいた。 

 充実した訪問だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日 ,ミチルスクー

ルに行きました。ち

ょっと心配だったけ

れど,みんな楽しんでくれてよかったです。折り紙も思

っていたより，ずっとうまくて驚きました。最後に,楽し

かったから今度は日本人学校に行きたいと言ってく

れて,とてもうれしかったです。（児童感想） 

（２）現地理解 

 現地理解学習では，小学部はハーリングレッスン

とオリボーレンレッスンを，中学部はセントローレンス

カレッジ校との交流を行った。 

 

《オリボーレンレッスン》 

 小学部ではオランダの冬の

風物詩であるオリボーレン（オ

ランダの年越しには欠かせないドーナッツ）をオラン

ダの屋台へ買いに行っている。語学の時間を使い，

オランダ語で買い物をするために必要な会話を練

習し，買い物を実践している。 

 ①事前学習でオリボーレンについて学び，買い物

の仕方を学ぶ 

 ＊語学教師と連携し，できるだけ実践に近い形で

デモンストレーションを行う。 

歌のプレゼント！  

日本文化の剣玉

紹介！  

テキスト （ A 店員  B 客 ） 

A: Goedemiddag.(Goedemorgen)  
  こんにちは （おはようございます）  
B: Goedemiddag.   こんにちは  
A: Kan ik u(je) helpen? 
  何かご用ですか？  
B: Een olibol(len), alstublieft. 
 オリボーレンをひとつください。  
A: Meenemen of hier opeten. 
 お持ち帰りですか？ここでお召し上がり

ですか？        
B: Hier opeten. 
     ここで食べます。  
A: Suiker erbij? or  Met suiker? 
 砂糖をかけますか？持って帰りますか？  
 B: Ja, graag ( Nee, dank u ) 
 お願いします。（いりません。）  
A: 0,70 (euro)cent. 
                       B: Alstublieft. 
A: Eet smakelijk. 
                       B: Dank u wel. 
A: Tot ziens! 
                       B:Tot ziens! 
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②近隣の商店街に出てい

るオリボーレンの屋台に

出かけ，実践する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（３）行事交流 

アメリカンスクールとは，サンクスギビング（一

年の収穫を祝う祭）・もちつき大会・ハロウィンパ

ーティー・シントニコラス祭などの行事を一緒に

行い交流している。 

 

《ハロウィンパーティー》    

①ねらい 

・アメリカの伝統行事であるハロウィンパーティー

に参加することを通して，アメリカの文化に関心

を持つことができる。 

・アメリカンスクールの子どもたちと共に行事に参

加することで，親睦を図り，交流の場とする。 

②内容 

・ 児童はあらかじめ教室で仮装する。 

・ アメリカンの交流学年の教室に移動し，その後，

体育館に移動する。 

・ 体育館でパレードする。 

・ 交流学年の教室でゲームをしたり，おやつを食

べたりする。 

＜ハロウィンのお話＞ 

Halloween とは 

Hallow  ＝   Hallow （神聖な）＋ een   （een

→ evening ） 

 万聖説の前夜祭。古代ケルトの風習が起源で，

秋の収穫を祝い悪霊を追い出す祭り。アメリカで

は，カボチャをくり抜き，目鼻口をつけた提灯を飾

り，夜には怪物などに仮装した子ども達が「Trick 

or treat（いたずらかお菓子か）」と近所を回りお菓

子をもらったりする。 

 イギリスでは，Halloween より Guy Fawkes Night

（１１月５日）の方が盛んらしい。こちらにハロウィン

が吸収されたと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校舎を回りながらお

菓子をもらいます。 

ジムから各教室に

移 動 ，学 年 毎 に，

ゲームなどで楽しみ

ました。かぼちゃもく

りぬきました。 

屋台の前に並ぶ児童  

店頭に並ぶオリボーレン  

自分で注文！  

熱
々

の
オ
リ
ボ

ー
レ

ン

を
ほ
お
ば
る
児
童
た
ち 

AISR の子ど

もたちと学年
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（３）アメリカンスクールとの交流 

 派遣教員は，1 年目にアメリカンスクールとの交流

授業実践を，そして，3 年間で必ず研究授業を行う

ことになっている。また，学年交流を随時行ってい

る。 

《研究授業第 5・６年 道徳科「自分の将来について

考えよう」より》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの感想 

・ 私は，英語がぜんぜんしゃべれないので，とても大

変だったけど，向こうはだいたい理解してくれてよ

かったです。また，交流授業がしたいです。 

・ 私が，特にびっくりしたのは「将来」のことについて

書くことだった。それを英語にするのはとても難し

い。それを人前で言うのは勇気がいる。なので，私

は，その勇気をふりしぼって言った。くし部先生が

「Good! Thank you.」と言ったので,ほっとしてうれ

しかった。アメリカンのみんなから「Thank you!」と言

われて,とってもとってもうれしくてたまらなかった。 

ワークシート  

アメリカンスクール

の子どもがくれたお

礼の言葉  
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（４）学校行事 

 学校行事では，日本の学校のように運動会・秋華

祭（日本でいう学習発表会）を，また，オランダの特

性を生かしたスケート教室・水泳教室・林間学校・

遠足を行っている。 

 

《運動会》 

 オランダ国内の日本

人，補習校，現地校

に在籍する児童 ・生

徒が一堂に会して行

われる。 

 

 

 

 

 

 

《秋華祭》 

 学習の成果を発表

する場の秋華祭。現

地校やアメリカンスク

ールとの交流もしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

《水泳教室》 

 運河の国オランダでは，水難事故から自分の身

を守るために，水泳ディプロマの取得が義務づけ

られている。 

 

 

 

 

 

《スケート教室》 

オランダの冬の風物詩であるスケートに慣れ親

しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《林間学校》 

 小学部 5 年生から中学部 3 年生の児童・

生徒が，自然の中での生活を通して，自然に

対する関心を高め，自然の美しさや尊さ，体

を動かす楽しさを知りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《遠足》 

 小学部 1 年生から 4

年生までの児童が，ロ

ッテルダム動 物 園 を

訪れ，楽しくルールを

守って団体行動する

ともに，児童相互の理

解を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

中学部の太鼓に

合 わ せ て 踊 る

「彩」。  

専門の指導員に

よる指導  

た
く
さ
ん
の
オ
ラ
ン
ダ

の
人
た
ち
も
き
て
く
れ

ま
し
た
。 
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（５）校外学習 

 子どもたちに体験的な学習をたくさんさせるために

教育課程の再編成を行い，各学年の発達段階に

合わせて，計画的に行った。 

①小学１・２年生   《デルフト焼き体験》 

《キンダーブーデライ》 

 

 

 

 

 

《ベルフス・ボス公園》      《ローラーブレード》 

            

 

 

 

 

 

②小学３・４年生 

《ハウダーチーズ市》 

                     《セントラム探検》 

 

 

 

 

 

《

《消防署見学》 

 

 

【 

 

  

《警察署見学》 

 

 

 

 

 

③小学５・６年 

《日立建機見学》  《オランダ日通倉庫見学》 

 

《ナチュラリス・シーボルトハウス見学》 

 

 

 

 

 

 

《国際司法裁判所・日本庭園》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④中学部 

 《デルフスハーフェンとユーロポート見学》 

 

 

 

 

 

 

 

 《
ス
ピ
ド
ー
・
ワ
ー

ル
ド
ハ
ー
バ
ー
デ

ー
見
学
》 
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(６ )クラブ交流  

学級・学年を離れ、共通の興味や関心を追

求する活動を通して、心身の調和のとれた発

育と個性の伸長を図ると共に、アメリカンス

クールの児童や教師と交流することにより、

異文化を理解し、日本人としての自覚を深め、

国際的な視野をもった豊かな人間性を育てる

ために行っている。年間 8 回実施した。  
日本人学校とアメリカンスクールの教員

がアイディアを出し合い、国際色が豊かなク

ラブ交流になっている。  

 
 

４ まとめ 
 オランダで過ごした 3 年間は、私にとってす
ばらしい経験となった。どこの国に住んでいて

も、その環境の中で子どもたちは目を輝かせ、

たくましく過ごしている。  
 この 3 年間で学んだことを生かして、これか
らも教育活動をしていきたい。  
 
５ さいごに 
 最後にオランダで撮った写真を紹介し終わり

にしたい。

 
○忍者クラブ  

忍者について知ったり、忍者に

なったりして楽しみました。  

○ネットボールクラブ  
ニュージーランドのス

ポーツです。みんなで

楽しくネットボールを

やりました。  

○絵画クラブ  
テンペラ（特殊

な絵の具）を使

って、西洋絵画

に挑戦しまし

た。  

○演劇クラブ  
英語を使って、簡単

なお芝居をみんな

で楽しみました。  

オランダといえば  
「風車」  
「木靴」  
「チューリップ」  

世界遺産の  
キンデルダイク  

運 河 の 国 な の

で，橋も上がり

ます。  

いつまでの戦争

の重みを忘れな

いために・・・・・・

歩け歩け大会  

サ ッ カ ー の 応

援は熱狂的！  


